






要約:カンガルーケアの効果を知るため、半構造的質問、対児感情評定尺度、日誌、ケア

中の母子の行動観察、退院後にケア終了理由、退院後の母子の生活等を調査した。その結

果ケアをおこなうことにより母子間の親密度は促進され、母親として自己達成感が得られ

た。退院後も母親と児への結びつきが継続的に高まり続け、母親の関心は「既に、いつも」

児へと向けられ、母子にとって発達促進的に作用することが示唆された。


